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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本論文は、免疫細胞である T 細胞に大気圧酸素 DBD プラズマを照射することで細胞数増加とサ

イトカイン産生量変化を誘導し、T細胞の活性や分化の制御が可能となることを示したものであり、

マラリア脳症等の免疫疾患の治癒や予防につながる知見を得ている。また、分化段階の異なる T細

胞に酸素プラズマを照射することにより、T 細胞の分化の制御の可能性を示した。酸素プラズマが

免疫抑制にも貢献することを明らかにした。これらの結果は、プラズマ医療工学に寄与するところ

が大きく、博士（学術）の学位に値するものと認める。 


